
　
阿
南
市
で
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、
人

口
減
少
対
策
と
阿
南
市
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
、「
阿
南

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
あ
な
ん

〔
地
域
好
循
環
〕
総
合
戦
略
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
阿
南
市
総
合
計
画
審
議
会

で
３
回
の
審
議
を
重
ね
、
各
分
野

の
「
現
場
」
の
声
を
反
映
さ
せ
る

な
ど
、
市
の
実
情
に
沿
っ
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
概
略
を

お
伝
え
し
ま
す
。

阿南市総合計画審議会のようす

２
０
６
０
年
阿
南
市
人
口

６
万
３
千
人
超
を
め
ざ
す

　

阿
南
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
人

口
の
現
状
や
推
計
を
分
析
す
る
こ

～
14
歳
）
比
率
は
22
・
５
％
か
ら

13
・
５
％
に
減
少
し
た
の
に
対
し
、

高
齢
化
率
は
11
・
６
％
か
ら
26
・

８
％
に
増
加
し
て
お
り
、
本
市
に

お
い
て
も
少
子
高
齢
化
が
進
行
し

て
い
ま
す
。「
阿
南
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
は
、
こ
う
し
た
人
口
動
向

が
続
い
た
と
す
る
と
、
２
０
４
０

年
に
本
市
の
人
口
は
６
万
人
を
割

り
込
み
、
さ
ら
に
２
０
６
０
年
に

は
４
万
６
５
０
０
人
程
度
ま
で
に

減
少
す
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。（
趨す

う

勢せ
い

人
口
）

　

都
市
に
お
け
る
人
口
規
模
の
大

幅
な
縮
小
は
、
地
域
の
消
費
活
動

を
減
退
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
労

働
に
従
事
す
る
人
口
の
減
少
を
も

た
ら
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
地
域

経
済
の
規
模
が
縮
小
し
、
日
常
生

活
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
・
利
便
性
が
低
下
し
て
い
く
と

と
も
に
、
こ
う
し
た
都
市
機
能
・

生
活
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
さ
ら

に
人
口
の
転
出
を
促
す
と
い
う
悪

循
環
に
陥
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。

　

人
口
の
問
題
は
規
模
の
問
題
だ

け
で
は
な
く
年
齢
構
造
の
問
題
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
少
子
高

齢
化
の
傾
向
が
続
い
た
場
合
、
高

齢
介
護
等
を
は
じ
め
と
す
る
サ
ー

ビ
ス
需
要
が
増
加
し
、
さ
ら
に
長

期
的
に
安
定
的
な
人
口
規
模
を
維

持
す
る
こ
と
も
困
難
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
少
子
高
齢
化
を
抑

制
し
、
人
口
構
造
を
健
全
化
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
人
口
問
題
に
対
し
て
、

「
阿
南
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

は
、
２
０
６
０
年
に
６
万
３
千

人
超
の
人
口
規
模
を
め
ざ
す
こ

と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。（
戦
略

人
口
）

今
後
５
年
間
の
取
組
の

方
向
性
や
施
策

　
「
阿
南
市
総
合
戦
略
」
は
、

こ
の
戦
略
人
口
の
達
成
を
図
る

こ
と
を
長
期
的
視
野
に
、
今
後

５
年
間
の
取
組
の
方
向
性
や
施

策
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
す
。
先
に
示
し
た
よ
う

に
、
本
市
の
趨
勢
人
口
は
２
０

６
０
年
に
は
４
万
６
５
０
０
人

規
模
に
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

後
、
戦
略
的
な
取
組
を
講
じ
る

こ
と
に
よ
り
、
６
万
３
千
人
超

で
減
少
を
く
い
止
め
る
こ
と
が

可
能
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
２
０
６
０
年
ま
で
の
長

期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
し
て
、

２
０
１
９
年
度
ま
で
の
戦
略
的

な
取
組
を
示
す
「
阿
南
市
総
合

戦
略
」
で
は
、「
人
口
減
少
の

抑
制
」、「
人
口
減
少
へ
の
準
備
」

の
た
め
に
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
基
本
方
針
と
５
つ
の
基

本
目
標
を
柱
と
し
て
、
取
組
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
好
循
環
～
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
～

阿
南
市
総
合
戦
略
を
策
定

と
で
、
市
の
人
口
動
向
の
特

性
と
課
題
を
把
握
し
、
目
標

と
す
る
将
来
人
口
と
、
将
来

人
口
に
基
づ
く
将
来
の
展
望

を
提
示
す
る
も
の
で
す
（
対

象
期
間
は
、
２
０
１
５
年
か

ら
２
０
６
０
年
ま
で
）。

　

市
の
人
口
は
１
９
８
０
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、

２
０
１
０
年
に
は
約
７
万
８

千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２

０
１
４
年
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
〝
１
・
34
〟
で
あ

り
、
全
国
、
徳
島
県
の
値
を

上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
人
口

構
造
の
高
齢
化
に
伴
う
死
亡

者
数
の
増
加
に
よ
っ
て
、
近

年
は
約
３
０
０
人
前
後
の
自

然
減
の
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、年
少
人
口（
０
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【阿南市人口ビジョンの戦略人口】

基本目標４　時代に合った地域をつくり、安
心なくらしを守るとともに、地
域と地域を連携する

数値目標　理想とする幸福度に対する満足度
を 95％超（2015年度調査結果は93％）
基本的方向
●新しい地域活動への取組支援や地域おこし
協力隊の導入等により、地域コミュニティ
の活性化を図ります。
●地域医療体制の確立により、住民誰もが健
康で安心して生活できる環境づくりに取り
組みます。
●既存施設の維持・管理や定住自立圏の拡充
等、人口減少社会に対応した新たなまちづ
くりを推進します。

基本目標３　若い世代の結婚・出産・子育ての希
望をかなえる

数値目標　結婚や出産に関する希望がかなう場合
の出生率（希望出生率）を、2020年
に“1.68”、2025年に“1.8”

基本的方向
●出会い・結婚・出産・子育ての切れ目ない支援
と環境整備により、阿南市で子どもを産み育て
たい方を応援します。

●定住に必要な「雇用」と「住まい」の支援によ
り、若者の定住促進を図ります。

基本目標１　地域における安定した雇用を創
出する

数値目標　雇用創出数を５年間で1,000人
基本的方向
●企業誘致や創業・起業支援によって、新産
業の創出を支援します。
●新規就業・後継者育成の支援や農作物等の
ブランド化の推進により、地域産業の振興
を図ります。

基本目標５　未来の阿南市を見据え、地域創生を追及する
数値目標　地方創生を追及する新たなチャレンジを５年間で10事業
基本的方向
●調査研究機関の設置等により、既定の枠組にとらわれない阿南市な
らではの戦略づくりとチャレンジを推進します。

基本目標２　地方への新しいひとの流れをつくる
数値目標　2020年までに転出超過40％削減、
2025年までに転出超過から転入超過へシフト
（2010年～ 2014年平均126人減少）
基本的方向　
●UIJ ターン希望者への就業支援や情報発信等に
より、移住・定住の促進を図ります。

●「光のまち阿南」「野球のまち阿南」の取組推
進や、若者や外国人観光客をターゲットとした
観光・集客拠点の整備により、交流人口の拡大
を図ります。

●大学や広域連携によるつながりの創出により、
阿南市へのひとの流れを創出します。

基本方針に沿ったまちづくりを進めるため、市内各産業における次世代の担い手、さらには未来の世代につな
がる人材の確保を図ります。「ひと」が「しごと」を呼び込み、「しごと」が「ひと」を呼び込む好循環により、
2060年においても「住みたい、住みやすい、住んでよかった」と思っていただけるまちの実現をめざします。

「豊かな自然と調和した産業都市」として「持続可能な発展」を進めます
【基本方針】

高規格道路と国道55号那賀川大橋４車線化の早期実現

好 循 環

しごと

まち

ひと

問
い
合
わ
せ
は　
企
画
政
策
課
（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ
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